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令和４年１月定例伊達市教育委員会会議録 

 

１ 開催日時  令和４年１月 12日（水）13時 30分～ 

 

２ 開催場所  伊達市役所東棟３階 庁議室 

 

３ 出席者   教育長 菅野 善昌 

１番 菅野 千惠子 委員（教育長職務代理者）  

２番 三品 清重郎 委員 

３番 関根 勝富  委員 

４番 貝羽 貴子  委員 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 説明のため出席した者 

        教育部長              原 好則 

        教育総務課長           

        （兼学校給食センター所長）      土田 一紀 

        学校教育課長            熊澤 正人 

        生涯学習課長            小賀坂 義一 

こども部長             橘内 重康 

こども未来課長           桃井 秀孝 

        ネウボラ推進課長          畠 香苗 

 

６ 本委員会書記 

        教育総務課総務企画係長         菅野 早苗 

        教育総務課総務企画係主事         大橋 勝 

 

７ 日程１ 開会 

○菅野教育長 令和４年１月定例伊達市教育委員会会議を開会します。本日は

全員出席していますので会議が成立しています。また開会時刻は 13 時 33 分で

す。 

 

８ 日程２ 会期の決定 

 

○菅野教育長 会期決定についてお諮りします。会期は本日12日にしたいと思
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います。異議ありませんか。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

○菅野教育長 異議なしと認め、会期は本日12日と決定します。 

 

９ 日程３ 議事録署名委員の指名 

○菅野教育長 議事録署名委員の指名に移ります。本日の議事録の署名は１番

菅野委員と２番三品委員にお願いします。また、12 月定例会の議事録は関根委

員と貝羽委員に署名いただいておりますことをご報告いたします。 

 

10 日程４ 会議の進め方 

○菅野教育長 本日の会議の進め方について、教育総務課長から説明願います。  

 

○土田教育総務課長  

１ 議 事   

議案第１号 伊達市奨学資金貸付審査会委員の委嘱について 

議案第２号 伊達市いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 

議案第３号 伊達市立小中学校適正規模・適正配置基本計画の改正について 

議案第４号 令和３年度伊達市教職員表彰及び児童生徒教育振興表彰について 

 

２ 協 議  な し 

 

３ 報 告 

（１）教育長から 

（２）各教育委員から 

（３）議会報告 

（４）その他 

 

11 日程５ 傍聴の許可 

○菅野教育長 傍聴希望の方はいますか。 

 

○菅野総務企画係長 いません。 

 

12 日程６ 議事 

○菅野教育長 「議案第１号 伊達市奨学資金貸付審査会委員の委嘱について」
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教育総務課長から説明お願いします。 

 

○土田教育総務課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 議案第１号について、委員の質疑をお願いします。 

なければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありません

か。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

異議なしと認め、「議案第１号 伊達市奨学資金貸付審査会委員の委嘱につい 

て」原案のとおり可決されました。 

次に「議案第２号 伊達市いじめ問題対策委員会委員の委嘱について」学校

教育課長から説明をお願いします。 

 

○熊澤学校教育課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 現在４名の委員は名簿にありますが、残りの２名は団体からの

推薦を進めているところです。そのため１月中に持ち回りで決裁をいただけれ

ばと思います。 

議案第２号について、委員の質疑をお願いします。 

なければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありません

か。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

異議なしと認め、「議案第２号 伊達市いじめ問題対策委員会委員の委嘱につ 

いて」は原案のとおり可決されました。 

次に「議案第３号 伊達市立小中学校適正規模・適正配置基本計画の改正に

ついて」教育総務課長から説明をお願いします。 

 

○土田教育総務課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 議案第３号について、委員の質疑をお願いします。 
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なければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありません

か。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

異議なしと認め、「議案第３号 伊達市立小中学校適正規模・適正配置基本

計画の改正について」は原案のとおり可決されました。 

次に「議案第４号 令和３年度伊達市教職員表彰及び児童生徒教育振興表彰

について」学校教育課長から説明をお願いします。 

 

○熊澤学校教育課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 議案第４号について、委員の質疑をお願いします。 

 

○菅野委員 昨年、前教育委員会教育委員の高野委員から、表彰された教職員

の写真を新聞掲載してもらえるよう依頼してみてはどうかと意見が出されまし

た。地域の方々に功績を知ってもらう機会であると思います。是非、新聞掲載

をお願いしたいと思います。 

 

○熊澤学校教育課長 この表彰を伊達市の教職員にとって目標となるものにし

たいと考えています。昨年も新聞社へ投げ込みを行いましたが、取材はありま

せんでした。今年は強く取材を依頼していきたいと思います。 

 

○菅野教育長 表彰式終了後に全体写真を撮る場の設定の仕方が重要になって

くると思います。 

他になければ質疑なしと認め、質疑を終結します。 

これより採決に入ります。本案は原案のとおり決することに異議ありません

か。 

 

【委員より異議なしの声あり】 

 

異議なしと認め、「議案第４号 令和３年度伊達市教職員表彰及び児童生徒

教育振興表彰について」は原案のとおり可決されました。 

 

13 日程７ 協議 
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○菅野教育長 協議に移ります。本日は協議内容をいただいておりません。 

委員の皆様から協議について提案はありますか。 

なければ続きまして、報告に移ります。 

 

14 日程８ 報告 

令和４年 １月定例教育委員会会議資料 

 

１ 新型コロナウイルス感染症への対応と年度末・年度始めの主な行事等の見

通しについて 

（１）小学校、中学校【学校教育課】 

○熊澤学校教育課長 前回の定例教育委員会会議からの報告は 12月 24日に、

教職員が１人 PCR検査を受け、陰性という１件のみでした。昨年は１月中旬に

卒業式入学式の対応について各学校へ通知を出しました。教育委員会からの出

席や、市長部局からの出席に制限をかけました。現在は、感染状況が落ち着い

ていますが、今後全国的にオミクロン株の流行が予想されます。令和４年１月

末まで感染状況を注視し、卒業式、入学式、その他の行事も制限をかけるか考

えていきたいと思っております。 

 

（２）保育園、幼稚園、認定こども園等【こども未来課】 

○桃井こども未来課長 前回の定例教育委員会会議から感染報告はありません。

認定こども園は 12月 24日から１月 10日まで冬休みです。１月 11日に第３学

期始業式が行われました。今後の行事は、１月下旬に保育参観、２月上旬に新

入園児の保護者説明会を行う予定です。新学期が始まったため、園児や保護者

に改めて感染対策や体調管理を徹底するよう各園からお願いをしています。今

後、１月末に保護者へ注意喚起の通知を送る予定です。卒園式や入園式は感染

状況を注視しながら、検討していきます。 

 

２ 各種行事について 

（１）伊達市成人式（５地域で開催）：令和４年１月９日（日）【生涯学習課】 

  ① 会 場：伊達ふるさと会館、梁川中央交流館、保原小学校体育館、 

霊山中央交流館、月舘ふるさとふれあいホール 

  ② 日 程 

〇 式 典：10時 30分～11時 10分 

〇 新成人記念実行委員企画事業：11時 15分～12時 

  ③ 開催状況 
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○小賀坂生涯学習課長 令和４年伊達市成人式は、１月９日（日）に５地域に

分かれ開催しました。式典が 10時 30分から 11時 10分まで、その後、新成人

による記念実行委員企画事業を 11時 15分から 12時まで行いました。小学校中

学校の恩師からの挨拶やビデオメッセージ、卒業アルバムのスライド放映、記

念撮影、じゃんけん大会等が行われました。出席者は伊達地域が対象者 144名

に対し、出席者が 112名、出席率が 77.8％、梁川地域が対象者 166名に対し、

出席者 129名、出席率 77.7％。保原地域が対象者 233名に対し、出席者 173名、

出席率 74.2％。霊山地域が対象者 52名に対し、出席者が 45名、出席率が 86.5％。

月舘地域が対象者 27名に対し、出席者が 23名、出席率が 85.2％、全体では対

象者 622名に対し出席者数 482名、出席率 77.5％でした。 

 

（２）立志式（会場分散、出席者縮小、時間短縮）について【こども未来課】 

  ※ 令和４年 1月 25日（火）に保原体育館で予定していた合同開催(式典

及び講演会)は中止 

① 月舘学園中：令和４年２月１日（火）11:25～12:15 

② 伊 達 中：令和４年２月１日（火）13:40～14:40 

③ 霊 山 中：令和４年２月２日（水）14:50～15:20 

④ 桃 陵 中：令和４年２月３日（木）13:50～14:30 

⑤ 梁 川 中：令和４年２月８日（火）13:15～14:05 

③ 松 陽 中：令和４年２月９日（水）14:30～15:20 

○桃井こども未来課長 令和４年１月 25日、保原体育館で合同開催の予定でし

たが、新型コロナウイルス感染症対策のため、中学校ごとに内容を簡素化し実

施する予定です。内容は各地域、協議会、各学校と協議し決定します。昨年同

様ビデオ講演を予定しており、保原町出身の長沢裕さん、霊山町出身の小林ア

リスさんの出演を予定しています。 

 

３ 2020年度全国体力・運動能力、運動習慣調査の結果について【学校教育課】 

 ※ 対象：小学５年生、中学２年生 

○熊澤学校教育課長 小学校５年生男子、女子が様々な種目で合計点数が全国

平均を上回っております。中学校２年男子、中学校２年女子は全国平均を上回

っており、男子は握力を除いて全種目で全国平均を上回りました。 

震災以後、本市でも体力低下、肥満児出現率の増加など、様々な課題があり

ました。福島県教育委員会から提唱されている運動身体づくりプログラムを、

体育の授業で毎時間実践して数年間続けてきた結果が出たと考えています。本

市では、全国体力運動能力テストを全学年で実施し、全員の数値が把握できる

ようになっており、各教員の指導の指標になっています。 
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４ 保原認定あおぞらこども園の設置運営事業について【こども未来課】 

○桃井こども未来課長 あおぞらこども園は、令和４年度の開園を目指し、嘉

啓会が整備工事の入札を令和３年８月 19日に実施しました。その後、大和ハウ

ス工業が落札し、本契約に向けて協議をしてきましたが、嘉啓会が新型コロナ

ウイルス感染症による事業収益の減少や、建築資材単価の高騰などにより、認

定こども園整備事業の継続を断念しました。昨年末、正式に辞退の申し出があ

り、受諾をしています。保育士採用予定者 14名は内定取消となります。新卒者

５名、中途採用者９名の就職先を嘉啓会が斡旋を行っています。１月５日現在

５名が依然として就職先未定となっています。本市の採用は最大４名まで可能

ということを嘉啓会に伝えています。事業者の再選定は令和４年１月から募集

し決定してく準備を現在進めています。３年度中に事業者を決定できるように

進めています。 

 

５ 各種大会・コンクール等への参加について（体位・体力の向上、たくまし

い心の育成、豊かな人間性・社会性の育成、地域との交流）  

（１）第 22回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール 

〇 特別賞（うみまる賞）：志賀さくら（梁川中学校） 

（２）第 35回県小学校児童画展 

  〇 ２年 金賞：森藤来心（小国小学校） 

（３）ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業 

〇 絆部門 佳作：菅野りり愛（霊山中学校２年）菅野直美（母） 

（４）ふくしまジュニアチャレンジ 

  〇 銅賞：月舘学園中学校 

 

６ 12月教育長の部屋 

「子育てにおける最優先課題」 

 

７ その他 

（１）学校だより、新聞報道等から 

（２）その他 

 

○菅野教育長 何かご意見ご質問があればお願いいたします。 

 

○三品委員 あおぞら認定こどもは再度事業者を選定するということですが、

影響を受ける子ども達は出ますか。 
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○桃井こども未来課長 ３歳から５歳までは、開園するまで保原幼稚園で運営

します。０歳から２歳は開園時期が延びるため、入園できない子ども達もいま

す。 

 

○橘内こども部長 ３歳から５歳の今現在、保原幼稚園に通う子ども達や、保

護者の方も新しい施設に通うことを楽しみにされていたと思います。２月上旬

に保護者へ説明会を行う予定です。 

 

○菅野教育長 保原幼稚園を新しい幼稚園が完成するまで延長して運営すると

いうことですか。 

 

○橘内こども部長 保原幼稚園を閉園し、保原認定こども園へ移行する計画で

す。新しい子ども園が完成しなければ保原幼稚園の建物を使い保育教育を続け

ていきます。 

 

○菅野教育長 他にあればお願いします。 

 

○貝羽委員 本市ではスクールサポートスタッフは活動していますか。 

 

○熊澤学校教育課長 全ての学校に配置しています。当初は大規模校である伊

達、保原、梁川小学校に１名ずつ配置され、印刷、プリント作成の補助をして

もらっていました。その後、コロナ禍において教員が感染対策等で負担が大き

いため、全学校に１名ずつ配置されました。 

 

○菅野委員 スクールサポートスタッフはどのような資格が必要で、どのよう

な支援をしているか教えてください。 

 

○熊澤学校教育課長 コロナウイルス感染対策として校内の消毒、消毒液の補

充をしています。また、プリントの印刷、学校内外の清掃、整理整頓なども支

援してもらっています。特に資格は必要ありません。子育てが終わった女性や、

退職後の男性が多いです。 

 

○菅野委員 市内でも毎年退職教諭の方がいると思います。支援員として豊富

な経験を生かし、支援してもらえれば、更に充実した教育につながると感じま

す。 
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○熊澤学校教育課長 再任用制度があり、定年の次年度から、再任用として職

場で働いている方がいます。再任用されない方は、自分の時間を作る、介護、

孫の世話など様々な事情があります。 

全国的に産休、育休の補充の教員を探すことが非常に困難になっています。

そのため再任用教員に優先して依頼しています。退職された教員は貴重な人材

で、教育に携わってもらえれば子ども達にも良い影響があると思います。 

 

○菅野教育長 再任用教員にスクールサポートスタッフをお願いすることは難

しい現状がありますが、力をお貸しいただければありがたいと思います。 

他になければ次に（２）各教育委員の皆様からの報告に移ります。報告のあ

る委員の方の発言をお願いします。 

なければ次に（３）の議会報告に移ります。 

 

○原教育部長 資料により説明 

  

○橘内こども部長 資料により説明 

 

○菅野教育長 何かご意見ご質問があればお願いいたします。 

 

○菅野委員 道徳教育の評価は数字ではないとありますが、具体的にどのよう

な評価をしていますか。 

 

○熊澤学校教育課長 子ども達の心の中の変容を数値化するべきではないとな

っており、表記による評価をしています。その際、子ども達が考え方をどのよ

うに変容させたか、どのような行動変容があったか、各学期や年間という期間

に子ども達の書いた感想や発言、日常生活での行動の変容などを教員が記録し、

特徴的なものを表記して評価としています。 

 

○三品委員 ヤングケアラーは本市にもいると記載がありますが、具体的に何

名か、他の地域と比較してどうなのかを教えてください。 

 

○橘内こども部長 児童生徒含め３名を把握しています。私達が他地域の数値

を把握しきれていないため、比較できていません。現在、国の調査が終了し、

各自治体で調査を実施しています。 
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○菅野教育長 ヤングケアラーは今後大きな課題になってくると思います。実

態を把握しどのような支援ができるのか、十分に検討していかなければならな

いと考えています。 

 他にあればお願いします 

 

○関根委員 いじめの件数が多いと感じました。解決した数も含んでいるのか、

継続していじめとして認定され、その後深刻な状態や不登校につながることも

あるのか教えてください。 

 

○熊澤学校教育課長 記載している件数は多いですが、文部科学省から小さな

いじめも見逃さず認知するように指導がありました。教員は子ども達が苦しい、

嫌と思えばいじめという定義をしています。子ども達の訴えや観察、周囲から

の情報を認知して、認知されたものは、学校がいじめ対策委員会を開き、被害

者、加害者両方の指導をどのようにするかということを組織的に考え、対応し、

実行しています。多くの場合、解消または状況を観察している報告を受けてい

ます。いじめが完全に解消されたとする場合は、３ヶ月間観察し、被害者、加

害者間にトラブルがないことを確認したところで解消としています。しかし、

不登校になった、体を傷つけてしまったなどの報告があれば重大事態として、

いじめ問題対策委員会の中で取り上げることとなっています。現在まで取り上

げられた案件はありません。 

 

○菅野教育長 以前いじめは発生件数を数えていました。大人に対して、「あ

なたはいじめを受けたことがありますか」「いじめをしたことがありますか」

という調査を行ったところ、９割がいじめを受けたこともあり、いじめをした

こともあるという回答でした。いじめは、いつでもどこでも誰でも起こり得る

ため、「発生件数」ではなく、周りの人間がいじめを「認知」した件数を数え

ることとしました。発生件数が多いから、いじめが多いということではなく、

いじめを認知している件数が多いほど、教員が子ども達を観察しているという

ことになります。「発生件数」から「認知」という言葉に変わり、教職員や周

りの大人が子ども達の問題解決に向け、方策を講じているため、件数も多くな

っています。学校ではこのように対応していることをご理解いただきたいと思

います。 

 他にあればお願いします。 

 

○菅野委員 電子図書の貸し出し冊数が令和３年３月は 404冊、11月は 250冊

と減少していますが、原因を教えてください。 
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○小賀坂生涯学習課長 電子児童図書の割合が多く、大人向けの電子図書が少

ないため、貸し出し冊数が減少傾向にあると思われます。 

 

○原教育部長 新しい本の購入冊数が少ないということも原因にあると思いま

す。また購入型とレンタル型の電子書籍があります。レンタル型は借りること

が出来る回数が決まっているものです。話題性のある本はレンタル型が多いた

め、レンタル型の電子図書が少なかったということもあります。今後は話題性

のあるタイトルの電子図書も増加させていきたいと思います。 

 

○菅野委員 購入、レンタルをする際に読みたくなるようなタイトルや内容の

本を選んでほしいと感じました。 

 

○原教育部長 選書の際は十分留意してすすめていきます。また今後は、電子

図書利用の登録者数を増やしていかなければいけないと思っています。当初は、

子ども達がすぐに読めるよう、学校へもお知らせし、登録いただきました。今

後は一般の登録者数を増やしていけるように、電子書籍の魅力を発信していき

たいと思います。 

 

○菅野教育長 市民が有効に活用できるように本も揃え、情報発信にも努めて

いきたいと思います。 

他になければ、教育委員会行事報告・予定表について、教育総務課長お願い

します。 

 

○土田教育総務課長 資料により説明 

 

○菅野教育長 次に（４）その他に移ります。発言のある方お願いします。 

 

○桃井こども未来課長 12月16日の伊達東認定こども園、高子北認定こども園

のプロポーザル審査会の結果を報告します。伊達東認定こども園の事業者は、

学校法人神愛学園です。次点事業者は、社会福祉法人桑の実福祉会です。高子

北認定こども園の事業者は社会福祉法人創世福祉事業団です。次点事業者は学

校法人保原シャローム学園です。 

 

○菅野教育長 他になければ、次回の日程について事務局から説明願います。 
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○土田教育総務課長 次回の定例教育委員会会議 

日時 令和４年２月９日（水）13時30分～ 

会場 伊達市役所本庁舎 東棟３階 庁議室 

 

○菅野教育長 本日の１月定例教育委員会会議は、15時03分で終了します。 

15 日程９ 閉  会 15時 03分 

 

上記記録の正確なことを認め、ここに署名する。 

    令和４年１月 12日 

 

 議事録署名人 

 

 １番委員               

                                      

 

                   ２番委員 

                                      

 

           議事録調製者 教育総務課総務企画係主事 大橋 勝 


